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は じめ に
　 わが国は過去の飲酒文化が現在にまで至 り、国際的に,
みても大変飲酒に対 して寛容な文化 を持っている1,2)。
古くから 「酒は男の飲み物」と考えられてきた長い歴史
があるが、近年女性の飲酒者は確実に増加 しており3,4)、
現在女性が飲酒すると言 うことはごく自然に受け入れら
れるようになってきた。日常生活において女性は社会に
出て働き、男性と共にお酒を楽 しみ、テレビのコマーシャ
ルの中では女性が飲酒する姿が流れる。 このような女性
とアルコールとの関係は日常においてよく目にする光景
となっておりそのことを批判する声 もほとんどない、以
上においても女性の飲酒に関する慣習は男性と変わらな
くなりつつある。
　 一方、飲酒にまつわる問題について考えると、アルコー
ルの慢性的な多量摂取による精神的 ・身体的依存を伴 う
アルコール依存症等のアルコール関連問題について、女
性に関してはあまり注目されてこなかった。その原因と
しては、アルコール依存症による入院患者の総数に占め
る女性患者の割合が1割 に満たなかったことから9、女
性のアルコール関連問題は一部の限られた領域 としか考
えてこられなかったことがあろう。女性のアルコ一ル依
存者は飲酒者数のような増加はみられないが、女性飲酒
者の確実な増加により、今後、女性アルコール関連問題
は深刻な社会問題にな っていくと考え られている5）。 ま
た、女性のアルコール依存症者は男性よりも摂食障害な
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どの身体的、精神的、社会的、心理的な複数の問題を持
つことが多いため、重篤な傾向にあることが知 られてい
る7・8)。筆者が依存症に関わっていた際に、女性アルコー
ル依存症者が依存症以外の深刻な問題を併せ持 っている
ケ一スを度々目にすることがあり、男性のアルコール依
存症に比べ女性は、依存症の問題だけに目を向けている
だけでは対応できない困難さを持 っていると感 じていた。
そのため、女性依存症者への対応については依存症者の
対策や支援について十分に検討 し、個々の女性にあわせ
た多彩なサポー トを行っていくことが必要であると考え
た。今回は、女性アルコール依存症者に関する問題を様々
な側面か ら考察 し、それぞれの状況におけるサポー トの
あり方が文献上どう論 じられているか検討 した。
　　　　　 1　女性アルコール依存者の特徴
　女性アルコール依存症者について、Goodwin　8)はその
特徴を10項目挙げている。(表1参照)。ここでは、1)
社会 ・文化的問題、2)家 庭における問題さらに3)合
併症の点か ら見てい く。
1)社会 ・文化的問題 について
　わが国においては、飲酒に関 して男女区別は少なくなっ
てきている。 しか し、男性の飲酒問題に関 しては、・市民
生活における文化規範の中で受け入れられている部分が
あるものの、女性の飲酒問題については 「女性なのに」
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と非難の対象となりやすい。 このことからも社会におけ
る飲酒問題に対する考えは女性に対 してより厳 しいもの
があるといえる。依存症などのアル コール関連問題たっ
いて も男性以上に女性に対する偏見 ・差別は強く9、女
性のアルコール依存症は、男性とは異なった視点での対
応が必要 となる10)。アルコール依存症者の罪悪感や恥の
強さ自尊感情の低さは指摘される部分だが、女性の依存
症者 は男性以上に偏見に悩まされ、罪の意識 も非常 に強
く11)、大変生きづ らい状況に置かれているといえる。 そ
のため、女性が自尊感情を回復できるような対応が必要
となって くる。
また、女性の飲酒行動の問題化には、性別役割意識が
関与 していることが過去の研究で認められている12)。女
性は社会の中で様々な性別役割(gender role)が期待
され る。 そしてそのことが時として女性の生 きづ らさを
生 じさせているといえる。女性のアルコール依存症は従
来か ら女性役割の問題、つ まり女性 らしさの形成 と関連
があるといわれてきている。①男性役割志向型(男 まさ
りタイプ)② 女性役割強調型(フ ェミニス トタイプ)③
女性役割破綻型(女 らしさに悩むタイプ)の タイプ13)の
女性はアルコール依存症に陥りやすいといわれている。
さらにアルコール依存症の女性の中には、様々な形で性
別役割意識の混乱を来たしているものがあり、その混乱
の中心には自らの女性性を受け入れることへの困難がみ
られることも指摘されている14)。女性アルコール依存症
者は女性として深刻な問題を抱えていることか らも、支
援体制を整えていくことが重要であると考える。
一般社会の中で女性のアルコール問題は男性に比べ目
立たない理由として、男性のように暴力などの派手な問
題が少な く医療機関などにおいて問題を見過 ごされやす
いことがある。また、 もう1つ の理由として男女の依存
症者の割合の違いがある。アルコール依存症の有病率と
して、 目米共同研究における久里浜式スクリーニングテ
スト(以下KAST)の結果による推定値が引用される15〕。
KASTによる過去の調査研究では、重篤な飲酒者 は男性
の7.1%、女性の1.2%。ICD-10(国際疾病分類)に よる
診断基準を用いた調査ではアルコールの有害な使用に相
当する人の割合は男性の4.6%、女性の0.1%。アルコール
依存症者は男性のL9%、女性の0.1%1)となっている。 し
かし、女性のアルコール依存症は、後述するように16-18)、
家族間の問題や合併症の問題をは らんでいるので、少数
とはいえ注目する必要があるといえる。
2)家庭における問題について
女性のアルコール依存症の場合、家庭内の トラブルや
慢性的な葛藤などが飲酒問題に深刻な影響 を与えてい
る12,19)。飲酒の動機がス トレスによる場合、家庭内の問
題が大半を占めている鋤。男性のアルコール依存症の場
合は配偶者などへの暴力が問題とされることが多 くある
が、女性 の場合は逆に心理的 ・身体的暴力を受けている
ことが多 く21)、本人が暴力行為を していたとして も、家
族が暴力行為を抑えることができるため問題が表出し難
く、家庭内で問題を抱え込むために長期化する恐れもあ
る。女性 は家庭が生活の中心の場であることも多いため、
女性のアルコール依存症に対応する際は、家庭環境や家
庭における立場や役割について把握 していく必要がある。
さらに暴力を受けている女性に対 しては、女性相談所や
シェルターなどの存在について教えることで家庭内にお
ける危険か ら守っていく必要がある。女性の場合家庭 と
いう身近な場所の中で依存症に陥 ってしまう傾向にある。
男性の場合配偶者などが飲酒生活の支え手(イ ネブラー)
となっそいることが多いが、女性の場合では男性ほど顕
著ではない20)。その結果、女性 アルコール依存者 は家庭
内での問題として抱え込まれるので、大変孤独に陥りや
すい。こうした状況を十分に理解 した上での身近なサポー
ト体制が必要となってくる。
3)合併症について
女性は多量飲酒前に うっ状態 に陥 っていることが多
く8〕。女性のアルコール依存症は精神病理性が高いとい
われ、男性に比べてベースに精神疾患を持つもの、ある
いは状況に反応 して生 じたものが圧倒的であるといわれ
ている16)。女性のアルコール依存症では、神経症傾向、
強度の揮 うつ傾向、薬物依存傾向を示す、精神病理的問
題点を示すものが多いことは既に明らかになっている17)。
また、若い女性には摂食障害とアルコール依存症を合併
している例も多 くみられる18)。このように女性のアルコー
ル依存症は男性よりも多彩な症状を持つ ため大変複雑か
っ困難である。そのため女性のアルコール依存症には合
併症等について慎重に聞き取 り観察 していく必要がある。
Ⅱ女性のライフサイクルとアルコール依存症 との関係
女性のアルコール依存症は男性 と異なり、 ライフサイ
クルの時期により状況は異なっている。比嘉は、女性の
ライフサイクル と女性アルコール依存症のタイプの関連
を分類 している(図1)。 女性のライフサイクルを4つ
の時期に分類 し、それぞれの時期におけるアルコール依
存症の特徴を示す。
1)若年期女性とアルコール依存症の関係について
近年の女性のアル コール依存症の特徴 として、20代を
中心 とした若年層が増加 していることがあげられる18)。
若年女性アルコール依存症者の多 くが摂食障害を合併 し
てお り16)、1980年以降臨床においても問題となっている。
若年タイプは、母親 との間で深刻な自立 ・依存の葛藤や
共依存関係の困難 さを抱えていることが多 い17)。母親が
娘に対 して期待を込めて強力に介入 し、コントロール し
ようとするような共依存関係か ら、娘の自立を阻み、依
存性を強めていくパ ターンが多 くみられる。図2に 示す
よ うに女性は短期間で依存症 に陥ってしまうため18,22,23)、
10代のうちに依存症になって しまうケース もみ られる。
若年期の女性アルコール依存症者は、家族(特 に母親)
との関係が大 きな鍵 となるため、対応するうえで家族関
係を把握 していく必要があると思われる。
2)成人期女性のアルコール依存症について
①成人期女性アルコール依存症の特徴
女性の飲酒が習慣化する動機の主たるものは独立生活
の開始(26.8%)、結婚による夫との習慣飲酒のつ きあい
(結婚経験者の47.6%)生活上 の危機(392%)であ っ
た別)。結婚 し家庭に入 った女性 は、それまでの生活から
環境が一変 し、家庭内において社会的 ・対人的孤立感に
苛 まれたり、家族や親戚 との人間関係における葛藤が生
じることでス トレスにさらされやすい状況である。そう
いった女性が依存症に陥 った場合、妊娠 ・出産への影響
や育児への影響などが出て くる。子どもが関係 して くる
場合は次世代への影響が考え られるため深刻に考えなけ
ればならない。普通の主婦がアルコール依存症になるい
わゆる 「キッチ ン・ドリンカー」と呼ばれるタイプがこ
の中に含まれる。 一方、社会に出てキャリアを持 って頑
張 っている女性にも、社会における自分が女性であると
いう立場か らくるス トレス ・葛藤か ら、キャリアウーマ
ンと呼ばれる女性の飲酒問題が増加 していることも報告
されている18)。
また、この時期の女性の中には不妊症 によるス トレス
か ら習慣飲酒を始めアルコール依存症に陥った症例 も報
告されてお り25)、不妊が女性 にとって大 きなス トレスで ゜
あることが明 らかになっている。 この時期は女性として
結婚、妊娠、出産、子育てなどの様々なライフイベ ント
を経験するため、個々の女性依存症者の置かれている状
況を十分に考慮 し対応 していく必要がある。
②アルコール代謝の性別による差とアルコールが女性の
身体に及ぼす影響
男性と女性のアルコール吸収と代謝には、明 らかな生
理的違いがみ られる。男女で体重に対 し同量のアルコー
ルを摂取 した場合、血液中の濃度は女性の方が高 くなる
傾向にある。肝硬変などにも男性よりもなりやす く、依
存症に発展するまでの期間が男性よりも短いことが知 ら
れている22,23)。これについては、女性の胃粘膜における
アルコール脱水素酵素 の活性が男性 に比べて低いこと、
女性は男性に比べ体内の水分比が低いことなどなどが原
因としてあげられている8)。これらの違 いから、女性は
男性と比べ少量の飲酒で短期間の間に男性以上に身体的
ダメージを受けやすいことがわかっている18)。そのため、
女性 の飲酒については男性以上に身体症状に注意を要す
る。
女性の飲酒問題には妊娠 との関係 もある。妊娠中に飲
酒を続けた女性の子どもは出生時体重が低 く、分娩異常
も出産異常 も多 くみられ、出生後においても、発達の遅
れ、神経質 ・過敏や不登校などの心理的問題などが、飲
酒 していない母親から生まれた子どもと比較 しても多 く
見 られる26)。妊婦の飲酒 による胎児異常 として胎児性ア
ル コール症候群(Fetal　Alcohol　Syndrome:以下F
AS)と それ よ り症状 の軽 い胎児性 アル コール 効果
(Fetal　Alcohol　Effects:以下FAE)が知 られてお
り27)、FASは広範囲な中枢神経系の障害を持 っているこ
とが明 らかになっており、成長するにつれて困難な神経 ・
精神症状を示すことが報告 されている28)。当然 アルコー
ル依存症の妊婦は、妊娠中に飲酒を していたものが多い
ため、分娩時の早産 などの異常 ・出生時低体重児 などの
異常 も多いことが明 らかになっている26,29)。近年では妊
娠中で も飲酒を続 ける女性が増加 してお り30)、FASやF
AEの子どもの出生は増加 してい くことが心配 される。
そのため、女性に対 しては飲酒が身体に及ぼす影響につ
いて、思春期の早い時期か ら知識を与えていく必要があ
ると思える。 さらには、妊娠中の女性への酒害について
の教育が重要であり、アルコール依存症の女性の子ども
に対する十分なサポー ト体制 も必要であると考える。妊
娠中の飲酒は、次世代に影響する深刻な行為であること
を広 く認識 させてい くことは重要であると考える。
3)中年期女性のアルコール依存症について
40代～50代の女性依存症者は、旧来の女性の価値観に
支配されていることが明 らかになっている31)。それまで
家族のために頑張ってきた女性が、子どもの自立や夫婦
関係の変化により、それまで生き甲斐 としていた家族を
ケアする役割を喪失 し、強い孤独感を感 じて しまうこと
になる。心に空虚感を持 った状態を空の巣症候群と呼ぶ
が14)、この寂 しさに耐えかねてアルコールにのめり込み、
酔いに身を任せる。 こうしたアルコール依存症を 「空の
巣型」 と呼ぶ14)また、中年期の女性は婦人科疾患や乳
癌などの発症する率 も高 く、手術によるボディーイメー
ジの変化か ら自分への愛着や自信が揺 らぎ、手術後にア
ルコール乱用を発展 させ依存症 に陥るケースもみられ
る14)。この時期に訪れる様々な生活上の危機へのサポー
トと、自分自身の生き甲斐をいかにして見つ けていくか
が課題であるといえる。
4)老年期女性のアルコール依存症について
男性 とは異なり、女性の場合は65歳以上の高齢初飲群
の存在が特徴的である10)。女性は男性よりも寿命が長い
ことか らも、寂 しく孤独で長い老後を送ることになった
老人女性の人口は増えている。そのため、加齢による身
体疾患の合併や家族や知人の死などを契機にアルコール
依存症になる老人女性 も増えてきている18)。今後一層 高
齢化が深刻になっていくため、老人の生 き甲斐や生活へ
のサポートが重要になると思われる。
Ⅲ　女性アルコール依存者の回復について
アルコール依存症に対する社会資源は、1960年代から
整備され発展 してきた。なかでもアルコール依存症の回
復に と って重要 であ る自助 グル ープは断酒会 やAA
(Alcoholics　Anonymous)が有名である。アル コール
依存症者は青年から中年男性が圧倒的に多 く、自助グル一
プの構成メンバーも同様に男性が圧倒的に多い。さらに、
医療機関におけるアルコール依存症の リハビリテーショ
ンプログラムも男性用の内容が多い路)。そのような状況
か ら、女性アルコール依存症者が回復のきっかけをつか
む ことは、男性より困難であるといえる。女性は入院な
どによる心理的損失が男性と比べて大きいため、女性の
アルコール依存症の治療は男性と異なったプログラムが
用意されるべきであることは早くから唱え られてきてい
る23)。さらに、女性のアルコール依存症は男性と比べ偏
見や差別を受けやすい、そのため自助グループのもっ閉
鎖性あるいは共感性が依存症からの回復に非常に有効で
あるとされている32)。また、混乱 した性役割に対 して、
あるべ きモデル、先行 くモデルを示す意味でも女性依存
症に関する自助 グループの リーダーは女性がよいと考え
られている鋤。 このような背景からも、近年わが国にお
いて も女性専用の自助 グループが利用 されるようになっ
てきており、偏見にとらわれない女性のみのグループへ
の導入が回復を促進する可能性が大きいとされている34)。
その一方で女性のアルコ一ル依存症の問題 は、家庭の中
か らなかなか表出されに くいため、地域におけるネット
ワークの整備やサポートの体制の構築が必要 とされる。
女性の アルコール依存症は多彩な問題を抱え大変複雑か
つ困難であるため、依存症以外の問題が回復を妨げる大
きな原因となっていることも多 くみられる。そのため、
様々な専門分野の社会資源が十分に連携 し、女性依存症
者の回復を支えていく必要がある。
Ⅳま と め
女性のアルコール依存症は、男性の場合とは異なりヽ
女性特有の身体的、精神的、社会的、心理的な面におけ
る多彩な問題を抱えているため、単純に依存症だけを取
り上げてサポー トしていくことは難 しい。女性のアルコー
ル依存症は、大多数を占める男性依存症の陰に隠れ問題
自体を見逃 しやすい。そのことが問題の解決のための困
難 さを招 くことにもなっている。女性アルコール依存症
者の複雑 な状況か らも、対応する際には女性特有の諸条
件を考慮 した上での全人的なアプローチが必要になると
思われる。 また、様々な問題を抱える女性アルコール依
存症者は、医療機関やアルコール依存症回復の主流を担っ
ている自助 グループのみでの問題の改善は難 しく、その
女性の問題にあわせ専門機関、自助グループが連携をとっ
てサポートしてい く必要がある。そういったことか らも、
女性アル コール依存症の問題は、生涯にわたる健康に関
する問題 として取 り上げるべきテーマであると考える。
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